
Ⅰ 研 究 概 要

本研究では, ｢ワーク・ファミリー・ボーダー

理論｣ (Clark 2000) および ｢企業支援と家族支援

イニシアチブの優位論理 (特にその 3 要因)｣

(Kossek, Dass and DeMarr 1994) に依拠し, 日本

での企業内保育所がいかなる要因により導入され

うるかを考察する｡

【仮説・方法】

ここでの仮説は, ｢日本企業においてもワーク・

ファミリー・ボーダー理論が適応する環境が起こ

りつつあり, Kossek の企業支援と家族支援イニ

シアチブの優位論理どおり, 企業内保育所支援状

況が法施行により影響を受ける｣ と考える｡ 企業

内保育所を切り口とした女性労働と育児支援企業

内保育所導入に関する企業の考え方を知るために,

人事担当者へアンケート調査を行い, ①企業内保

育所を導入 ｢する｣ あるいは ｢しない｣ 要因は何

か, ②企業はなぜ保育所を導入するのか, あるい

はしないのか, ③企業が抱える懸念は何かを探る｡

また, ④企業内保育所を有するモデルケースの吟

味と次世代法以降の企業内保育所設立の動きから

企業内保育所に関する企業の考え方を考察する｡

アンケート調査は東洋経済企業データバンクにあ

る従業員規模 100 名以上の企業 1248 社を対象と

して, (1)育児支援制度(2)従業員の要望(3)育児

支援制度の負担(4)育児支援についての概念につ

いて聞いた｡

Ⅱ 調 査 結 果

本アンケート調査では, 企業内保育所をもたな

い企業 104 社のうち, 企業内保育所を設立しない

理由 (3 つまで複数回答) が ｢設置費・運営費｣ で

あるとするコスト面の理由を挙げる企業が 69 社

を占める｡ 企業内保育所が普及しにくい理由とし

ては, 企業内保育所への ｢要請自体がない｣ とい

う回答が 7割を占めることからも裏づけられるよ

うに, 企業社会においては, 職業生活と家庭生活

が完全に分離されて位置づけられてきた｡ 日本社

会での保育支援の中核は認可保育所であるが, 企

業内保育所は次世代法の内容にも選択肢として挙

げられている ｢託児施設の設置運営等の措置｣ と

して, 受け皿的支援としての推進検討の余地があ

ると考えられる｡ アンケート結果では企業 69 社

が企業内保育所を設置しない理由として, ｢設置

費・運営費｣ を挙げているが, 企業内保育所を有

する X 社の聞き取り調査によると, 企業内保育

所の導入が可能であることが示唆された｡

Ⅲ 考 察

アンケート調査実施時期は次世代法成立後では

あるが施行前であるため, 行動計画策定の前段階

である｡ 企業内保育所が普及しにくい理由として

は, 企業内保育所への ｢要請自体がない｣ という

回答が 7割を占めることからも裏づけられるよう

に, 企業社会においては, 職業生活と家庭生活が

完全に分離されて位置づけられてきた｡ これは

｢ワーク・ファミリー・ボーダー理論｣ と相反す

る状況にある｡ しかし一方で, 近年の核家族化や

個人主義化の進展により, 企業による支援制度も

変化を余儀なくされ, ワーク・ファミリー・ボー

ダー理論が適応される状況が進展しつつあること

も読み取れる｡
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Ⅳ 分析 企業内保育所の課題

1 コスト面

コスト面をはじめとするいくつかの企業内保育

所の課題を取り上げ, 企業内保育所が機能するた

めの要因について以下のように分析する｡ コスト

面では企業内保育所導入はしばしば景気と連動し,

設置・運営費のコスト面でその導入が躊躇されて

きた｡ 多くの企業が保育所を設置・運営すること

が ｢高コスト｣ であると考え, 敬遠する傾向にあ

る｡

2 意識変革の必要性

日本では職業生活と家庭生活を完全分離して考

える土壌があったため, 企業による保育支援の発

想が欠落し, 従業員からの要望が起こりにくい点

は否めない｡ また, 労使間でニーズ意識の認識差

も見られた｡ 企業内保育所はまだ一般的には浸透

していない取り組みであるため, 企業側には膨大

な準備計画と労力が必要とされる｡ 例えば企業内

保育所の運営上では, 外部委託保育サービス企業

に一任すればよいというわけではなく, 当該企業

と連絡を密にして管理する義務もある｡ 企業内保

育所を導入するに至る意識変革は, 支援制度への

認識と意欲ある担当者の存在および支援理念のあ

る経営者の判断なしには起こりえない｡

3 不公平感の解消

アンケート調査では, 10 社が企業内保育所を

設置しない理由として ｢不公平感｣ を理由として

いる｡ この不公平感とは, 企業内保育所を導入す

るにあたって (育児支援全般についても同様である

が) 導入段階で職場には不公平感が生じることが

あるということを意味している｡ すなわち, 保育

所利用者が子をもつ従業員のみであるため, 子を

もたない従業員と子をもつ者の間や, 外部の保育

所を利用する従業員と企業内保育所の恩恵を受け

る従業員間の差である｡ しかし, 福利厚生制度の

選択システムにより不公平感の解消は可能である｡

4 社会的保育インフラづくり 通勤面から言え

ること

企業内保育所設立について, 企業が敬遠する要

因としてしばしば通勤問題も挙げられる｡ 本アン

ケートの回答では通勤問題と企業内保育所の設置

について以下のように考える｡ 企業内保育所を導

入している都市部のケーススタディでは, 都心に

あってもフレックスタイム制と組み合わせること

により, ラッシュアワーを回避し, 通勤問題を回

避しており, 都市部でも企業内保育所が機能する

ことが実証されている｡ さらに, 通勤面では社会

的インフラづくりによって通勤問題を幾分緩和す

ることはできる｡

5 企業内保育所の長所の周知

企業が保育支援を行うという企業文化を広める

ためにも, ファミリー・フレンドリー企業の社会

的認知の拡大が必要である｡ 企業の社会的責任を

果たす役割を担う必要性については既に多くの企

業側が認識している｡ ファミリー・フレンドリー

企業や先進的企業は企業の社会的責任を認識し,

企業内保育所を次々と設立する動きを見せている｡

実際に, 大手企業を始めとして行動計画に呼応す

る形で企業内保育所の導入現象が現れている｡

Ⅴ 企業内保育所類型化

上記のような現状の中, 次世代育成支援の流れ

とともに, 行動計画に呼応する形で企業内保育所

の導入現象が現れた｡ その主たる企業の保育所を

類型化すると, ①女性多数型, ②地域密着型, ③

先進マインド型, ④従来男性型, ⑤CSR 認識型

の 5形態に分類できる｡ このような形で次世代法

の行動計画の波とともに, 大手企業が次々と企業

内保育所を導入していることが考察された (中村

2008)｡

Ⅵ ま と め

ワーク・ファミリー・ボーダー理論を裏づける

ように, 職業生活と家庭生活は益々密着し, 企業

の取り組みが不可欠となっている｡ Kossek の企

業支援と家族支援イニシアチブの優位論理どおり,

｢職場優先の意識や固定的な性別役割分担意識の

是正のための意識啓発｣ をする前提に基づき, 企

業は次世代法により企業内保育所設立方向へと動

いたと本研究では結論づける｡ また, 政策上は企

業のニーズ認識と保育支援の土壌の欠如が確認さ

れたため, 今後は導入しやすい支援策への改善が

必要である｡ 強制要因により導入された企業内保
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育所が, 今後は企業内保育所のメリットについて

さらに周知徹底され, 数の上でも利用可能な制度

としても存在していくためには, 企業文化の改善

とより一層の社会周知が求められている｡

＊本調査にあたり, ご協力いただいた企業担当者の方々にこの

場をお借りしてお礼申し上げます｡
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